
 

 令和４年度第１回愛媛県公立大学法人評価委員会の会議結果  

   

１ 会議の名称  令和４年度第１回愛媛県公立大学法人評価委員会 

  

２ 開 催 日 時  令和４年７月22日（金曜日）18時 30分から20時 00分まで 

  

３ 開 催 場 所  愛媛県庁第一別館３階第３会議室 

  

４ 出 席 者  委員４名、事務局７名、法人８名 

  

５ 審議事項（議事） 

   ○令和３年度業務実績報告 

   ○第２期中期目標期間業務実績報告 

   ○財務諸表及び積立金処分（案） 

   （公立大学法人愛媛県立医療技術大学に対するヒアリング等） 

 

６ 審議の内容（全部公開） 

   公立大学法人愛媛県立医療技術大学の令和３年度及び第２期中期目標期間業務実績報

告書、財務諸表及び積立金処分（案）に関して、委員から法人役員に対しヒアリングを実

施した。 

 【主な質疑等】 

（１）評価方法について 

  ○業務実績報告の自己評価はどのようなプロセスで行っているのか。 

  ⇒外部委員も交えた教育研究審議会・経営審議会での審議を経たうえで、最終的には

理事会に付議し承認されるという手続きになっている。 

 

（２）令和３年度業務実績報告 

（教育・研究） 

   ○「コロナ禍で臨地実習の機会が制限されたことにより、技術経験の到達度において

課題が明らかとなった」とあるが、具体的にはどのような課題があるか。 

   ⇒患者からの投げかけに対してどう考え、対応していくかということに関して非常に

経験が少ないため、つまずきの原因になっていると感じる。 

 

   ○文部科学省に申請し、選定された「ウィズコロナ時代の新たな医療に対応できる医

療人材養成事業」について、教育プランをお聞かせ願いたい。 

   ⇒臨地実習の状況を学内演習でも再現するためのシミュレーション教材を作成してい

る。具体的には、シナリオを作成して学内で演習を行い、その様子を動画に撮影

し、それを教材にして学生同士でやりとりをしながら振り返るという形の教育プラ

ンの準備を行っているところ。 

 



（国家試験） 

○不合格者に対してどのようにフォローしているか。 

⇒４年時のクラス顧問が定期的に連絡して学習の状況を把握している。また、在学

生と一緒に模試を受験することも可能である。 

 

（オープンキャンパス） 

○参加者数が多い年で 900 名いた中で、WEB 参加も含めて 300 名というのは目標設定

が甘かったのではないか。コロナが収束しても、WEBでの高校生との接点づくりは重

要であると思うので検討してほしい。 

⇒医療系の学校ということもあり、現地に行きたいという高校生は多く、大学側とし

ても WEB では伝えきれない部分もある。しかし、コロナ禍を経験して WEB の良さを

実感する部分もあるため、御指摘のとおり、伝え方を工夫するなどしてクオリティ

を上げていきたい。 

 

（教員の確保） 

○募集や採用についてはどのような見通しを立てて行っているのか。 

⇒定年退職する教員の後任については事前に把握しているため、採用したいポジショ

ンや人物像の計画を早期に立てていく。しかし、自己都合退職の場合は、退職願が

提出されるのが早くても12月であり４月採用には間に合わない場合もある。公募を

出してただ待っていてもいい人材は確保できないため、大学から声をかける等の努

力をしている。 

 

（入試について） 

○特別選抜での県内生の割合はどれくらいか？ 

⇒特別選抜は、県内の高校生のみが対象となっている。看護学科の場合、定員75名の

内26名を特別選抜で募集しており、それに一般選抜での県内生が加わる。コロナ禍

の影響もあり、県内生の割合は以前よりも高くなっている。 

 

（３）第２期中期目標期間業務実績報告 

（県内就職について） 

   ○県内の看護師が足りておらず県内の子どもの人口も減っていくため、学生を県内に

残す仕組みを作る必要があるのではないか。 

   ⇒南予で地域住民や地域の医療従事者と触れ合う等、県内就職の魅力を伝える努力は

している。今後は、入試制度を工夫するなどして、入り口の段階で県内で就職する

意思のある学生を確保する必要があると考えている。 

 

   ○県内と県外では何が違うのか。 

   ⇒県外出身者の地元志向や、都会と地方で福利厚生の差が大きいことが挙げられる。

また、教育制度や医療水準について、実際には県内県外で遜色ないが、学生からす

ると、都会のほうが最先端であるという先入観があることも原因のひとつだと思わ

れる。逆に、県外から愛媛に帰ってくる理由が何かということについても分析する

必要があると考えている。 

   



（４）令和３年度財務諸表（案） 

   〇令和３年度は補助金収益が減少したとの説明があったがどういうことか。 

⇒令和２年度はコロナ関係の臨時補助金があったため特に多かったが、令和３年度

はそれに比較して少なかったということ。 

 

 

 

 

［事務局］ 

保健福祉部社会福祉医療局 

保健福祉課調整管理係 

TEL 089-912-2381 

FAX 089-921-8004 


